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自動車用の吸音材料として繊維径が1/数μm～数μmのナノ繊維が検討されている．一般的に繊維径が細いほ

ど吸音性能が良いが，繊維径が小さくなると従来の予測手法では予測精度が悪かった．周波数ごとの最適な

吸音率となるサンプルを計測的に求めようとすると，膨大なサンプル作製・計測数が必要になってしまうた

め，繊維径・繊維密度・サンプル厚さ・サンプル密度から吸音率を予測する計算手法を開発した．流れ抵抗

と熱的特性長の計測結果・同定結果から実験関係式を導き、Limp frameモデルに適用することで，十分に精

度の良い吸音率の予測を可能とした．
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極細繊維材の吸音率予測手法について


